
 

 

  
 

 

 

 

第５回検討委員会の概要をお知らせいたします。 

１ 日  時  令和 3年 3月 15 日（月） 17 時 00 分～18 時 00 分 

２ 会  場  市川市立高谷中学校（PTA 会議室、研修室、聖徳大学をリモートでつないでの開催） 

３ 構  成  ・委員長：大学教授 

        ・委 員：各学校（高谷中・信篤小・二俣小）の学校運営協議会代表 

４ 内  容  ・主に大規模校での小中一貫教育の事例と学校の適正規模・適正配置について、二俣小学校

を高谷中学校へ移転し、小中一貫教育を進める場合の具体案の検証を踏まえた、今後の 

方向について、報告と提案を行いました。 

５ 報告事項及び提案内容 

 

 

 

 

（１）報告事項（動画にて説明） 

①大規模校での小中一貫教育の事例について 

茨城県つくば市立学園の森義務教育学校の取り組みについて 

 

 

②学校の適正規模・適正配置について 

 

 

 

 

 

③二俣小学校を高谷中学校へ移転し、小中一貫教育を進める場合の具体案の検証について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）提案事項（動画にて提案） 

今後の方向について 

※ 教育委員会の説明事項は概要を記載しています。「会議資料」をホームページに掲載していますので、 
詳しくは、そちらをご覧ください。 
【教育委員会⇒分野別情報「学校教育・学校施設」⇒義務教育学校の設置に関する検討委員会】 

(19 名) 

Ⅰ つくば市立学園の森義務教育学校の概要 
Ⅱ 学園の森義務教育学校の小中一貫教育 

Ⅰ 適正規模について 
Ⅱ 学校の小規模化について 
Ⅲ 学校の大規模化について 
Ⅳ 市川市の学校規模における課題の実態について 
Ⅴ 適正配置について 

Ⅰ 学校規模についての具体案 
 ⅰ 形態１「二俣小学校と高谷中学校で義務教育学校となり、信篤小と連携して小中一貫教育を行う」 
 ⅱ 形態２「信篤小学校に２校の小学校１年生から４年生、高谷中学校に２校の５年生、６年生及び高

谷中学校の全生徒が学び、施設分離型の義務教育学校として小中一貫教育を行う」 
Ⅱ 学校施設についての具体案 
ⅰ 新校舎の配置や教室の配置など 

Ⅲ 通学についての具体案 
ⅰ スクールバス整備の具体案と整備の見通し（「京成トランジットバス株式会社」との調整） 

  ・スクールバスのルート案及び課題 
ⅱ 通学路整備の具体案と調整状況（市の担当部署及び市川警察との調整） 

  ・二俣小学校学区から高谷中学校へ通学するための新たな通学路案及び整備の見通し 

高谷中学校ブロック 

義務教育学校の設置に関する検討委員会だより ⑤ 
高谷中学校ブロック 義務教育学校の設置に関する検討委員会 

令和 3年 3月 

Ⅰ 二俣小学校の移転について 
 ⅰ 保護者の意向 
  ・教育委員会実施の保護者アンケートから 

「二俣小学校の移転の時期や移転後の学校運営の形態については、丁寧な検討を進めて欲しい」と
考えている保護者が多い。 

・二俣小学校運営協議会実施のアンケートから 
二俣小学校の移転について「よくわからない」と回答する保護者が半数近くいる。 



 

 

   

（３）協議の内容（○：委員長及び委員 ●：事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※第 5回検討委員会では、事務局からの報告及び提案を全て「動画」で行いました。同じ動画を、下記の URL

または QRコードよりご覧いただけます。 

 

 ⅱ 学校施設整備の課題 

  ・高谷中学校の敷地内に新校舎を建てるため、校庭が狭くなり、体育や部活動に影響が出る。 

  ・特別教室（音楽室や理科室など）は、高谷中学校内にある教室を使用するため、中学校との授業の

調整が困難になる。 

 ⅲ 通学の課題 

  ・スクールバスについて 

中型バスが通れる道が限られていることや、転回場所の確保が必要なことから、整備に相当の時間

がかかる。また、乗車時間が約４０分と長く、最初のバスに乗るには、午前７時前から乗らなくて

はならない児童がいる。 

  ・通学路について 

外側線を引き直したり、ガードレールを設けたりするなど、新しい通学路の整備には、相当の時間

がかかる。 

 

Ⅱ 小中一貫教育の推進について 

ⅰ 保護者の意向 

 ・多くの保護者が小中一貫教育の推進に理解を示している。 

ⅱ 義務教育学校の設置に関する方針 

・信篤小学校、二俣小学校の中学校（高谷中学校）学区が一致していることから、小中一貫教育の取

り組みが進めやすく、高い教育効果が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 今後の具体的な協議について（次年度の検討委員会にて協議） 

 ・現在の枠組み（３校の学校名、住所等が現在のまま）の中で、小中一貫教育を推進する方策について 

 ・３校で施設一体型の義務教育学校の設置を目指す方策について 

  合わせて、二俣小学校に係る課題について、引き続き対応策を協議する 

お問い合わせ先（事務局）：市川市教育委員会 学校教育部 学校環境調整課 

Tel：047-702-5355／Fax：047-383-9203 

二俣小学校の移転については、拙速に進めることなく、先ずは、小中一貫教育を推進する体制を、

現在の枠組みの中で整える。 

○今回の提案は、今までの話し合いとは全く違う形での提案であった。確認ですが、今後は、今回の提案
の内容について協議していくということでよろしいでしょうか。 

●その通りです。今までの協議を踏まえて、今後の方向を修正し、より現実に近い形で提案をさせていた
だきました。 

○小中一貫教育を進めることについて、保護者の納得の上で進めていくのでしょうか。 
●小中一貫教育の推進は、市の方針でもあるため、進めていきたいと考えています。形態等を今後の話し
合いの中で検討し、保護者の皆様のご理解を頂きながら進めていきたいと考えています。 

○今までの話し合いの中で明確になってきた「二俣小学校の課題」について、行政としてはどのように対
応するのでしょうか。 

●通学の課題等、今後もしっかりと検討し、検討委員会の皆様と解決策を話し合っていきたいと思います。 

○大規模校での小中一貫教育の事例について

及び学校の適正規模・適正配置について 

  URL：https://youtu.be/9rqlmtxxz0g 

○二俣小学校を高谷中学校へ移転し、小中一貫教育を進め

る場合の具体案の検証について及び今後の方向について 

  URL：https://youtu.be/uD2bkYU_ziw 


